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特
に
航
定
機
工
業
を
中
心
と
し
で
|
|

田

本多

競

序
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航
点
王
決
械
の
様
相
は
日
に
苛
烈
で
あ
る
。
米
同
及
び
英
同
は
そ
の
偉
大
た
る
機
械
工
業
中
町
力
を
売
の
ん
で
相
つ
ぐ
反
攻
を
加
へ

来
り
た
。
我
が
航
空
兵
力
も
そ
の
質
の
優
秀
に
加
ふ
喝
に
h
引
の
増
大
を
以
て
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
歴
史
摘
出
〈
焚
遼
十
分
な
ら
ざ
り
し
我

が
航
空
機
工
業
に
犬
長
生
時
方
式
が
研
究
さ
れ
、
そ
の
貸
施
が
念
が
れ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
軍
需
省
の
新
設
も
、
軍
需
行
政
白
一

叉
某
礎
理
業
と
併
ん
で
過

般
第
三
同
行
政
費
察
が
行
ば
れ
た
の
も
誠
に
常
然
と
い
は
ね
ば
た
ら
血
。
幸
ひ
に
し
て
今
や
科
穆
技
術
審
議
舎
の
符
恥
友
苫
陀
よ
り

一
応
化
を
根
本
目
的
と

T
Z
と
は
い
て
そ
の
貨
、
中
心
た
る
べ
き
は
航
窓
機
の
生
時
様
充
に
外
在
ら
や
、

大
量
生
産
の
諸
方
策
は
技
術
的
に
は
そ
の
大
制
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
や
う
に
見
え
る
。
弐
の
問
題
は
之
を
具
標
的
陀
個
個
の
工
揚

従
来
悌
め
て
少
数
の
例
を
除
い
て
大
量
生
揮
の
経
験
タ
き
我
が
機
械
工
場
経
侍
者
に
と
っ

て
、
己
百
事
は
決
し
て
容
易
で
左
い

3

己
の
意
味
で
所
前
生
理
技
楕
者
の
活
躍
に
伐
つ
己
と
切
た
る
も
の
が
あ
石
。
た
だ
軍
機
の
闘

い
ま
大
量
生
慌
の
本
貨
を
巧
へ
、
閣
民
綬
神
的
見
地
よ
り
航
雫
機
工
業
に
h
d

に
若
い
て
資
施
ず
る
こ
と
で
あ
る
が
、

係
上
そ
の
賓
際
医
接
寸
る
こ
と
が
出
来
な
い
我
我
は
、

け
る
大
量
生
産
を
生
産
組
織
の
商
か
ら
視
察
し
た
い
と
思
ム
。

大
量
生
産
に
つ
い
て

= 

「航空機の生産技術方式確立に劃する具観的方策Jo



大
量
生
産
に
つ
引
で

一ー一

大
量
生
産
と
大
規
模
生
産

今
日
の
工
誕
生
産
が
益
々
多
〈
の
資
本
、
殊
に
同
定
資
本
財
を
使
用
す
呂
傾
向
に
あ
ろ
己
と
は
史
め
て
い
ふ
迄
も
た
い
。
所
罰
資

本
の
有
機
的
構
成
の
両
度
化
は
一
般
的
傾
向
と
し
て
主
要
工
業
部
門
を
支
配
し
て
ゐ
る
。
そ
と
で
は
宇
一
濯
が
大
規
模
化
し
、
そ
れ
に

作
つ
で
平
均
費
用
が
低
下
ず
ろ
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
機
械
化
生
一
庄
の
利
訴
に
上
る
。
然
し
た
が
ら
生
産
が
大
規
模
と
た
る
に
伴
ひ

費
用
が
低
下
ず
る
勾
は
他
の
事
怖
か
ら
も
来
る
。
所
前
大
出
品
川
悦
生
産
の
利
得
、
若
〈
は
組
織
に
上
る
怖
約
の
法
則
は
、
機
帥
叫
化
そ
の

他
に
よ
る
い
夜
術
的
利
鈍
の
ほ
か

時
叫
耐
に
刑
制
ず
る
抵
抗
力
及
び
一
川
合
的
利
経

経
叫
山
山
管
珂
上
の
利
ハ
俳

市
場
的
利
徒

金
融
的
利
袋
、

等
の
綜
合
せ
ち
れ
た
結
瓜
で
あ
る
。
と
己
み
が
、
技
術
的
利
拡
を
除
い
て
筏
の
数
者
は
殆
E
す
ぺ
て
、
生
成
物
数
量
の
如
何
陀
拘
ら

干
、
生
産
物
侭
値
の
一
大
た
る
こ
と
、
若
〈
は
使
用
す
る
丸
本-
M

削
の
大
左
右
と
と
に
某
〈
。
若
し
之
と
同
時
に
生
荷
物
個
教
の
大
な
る

と
き
は
分
業
及
び
機
純
化
に
法
〈
多
く
の
利
読
が
得
ら
れ
、
著
し
い
費
用
の
低
下
舟
資
現
し
得
る
わ
け
で
・
あ
る
。
廿
一
品
し
生
市
町
物
個
数

が
多
け
れ
ば
各
工
程
そ
分
業
化
す
る
と
と
に
よ
り
大
な
る
熟
練
を
得
、
叉
と
れ
ら
工
科
白
機
州
化
を
行
ム
徐
地
が
著
し
〈
掛
川
大
せ
ち

れ
、
克
巳
は
流
れ
作
業
そ
行
ふ
と
と
も
川
来
、
か
か
石
特
殊
の
生
産
方
式
に
よ
っ
て
生
産
力
を
著
し
〈
靖
犬
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
使
用
資
本
術
大
た
ち
・
?
と
も
、

叉
従
っ
て
生
時
物
倒
値
犬
た
ら
す
と
も
、
同
一
械
類
の
生
産
物
を
多
数
生
産
す
る
揚
合
に
は
上

記
の
利
保
は
亭
受
し
得
る
。

己
の
生
産
方
式
の
も
つ
利
符
は
必
や
し
も
大
規
模
生

か
か
る
生
応
方
訟
を
大
判
官
生
産
と
よ
ぷ
左
ら
ば
、

高
の
場
合
売
る
を
裂
し
た
い
っ
槻
端
な
る
例
を
唱
げ
れ
ば
誼
球
工
業
、
足
袋
工
弐
の
如
き
中
小
工
業
も
そ
の
例
T
一
あ
り
、
逆
に
造
船

誌
の
如
き
は
生
芯
物
阿
川
伯
飢
え
た
り
と
も
、
生
司
教
荒
少
き
た
め
大
量
生
局
万
式
の
採
用
は
そ
れ
だ
け
困
難
で
あ
る
。

か
〈

L
て
我
我
は
大
規
杭
生
産
と
匝
別
し
て
大
量
生
t
hた
る
概
念
を
立
て
る
現
山
が
在
す
る
と
考
へ
る
。
と
こ
で
は
生
産
物
数
量

K. Bucherの大量生左手の法則は生産設備を一定として、生涯設置の帯加する
に従ひ平比費用円借下することをE吐き、直接にこ ζ にいふ如き生i'l'方式在意
味するも白l ではない、ただ大量生産方式D 有利さの一面は之によって詑I!!jさ
れてゐる。 (Bucher，-Die Entslehung -der Volkswirtschaft. II， S. 89住)
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の
犬
辛
な
る
生
産
を
大
量
生
産
と
得
す
る
。
生
産
物
数
量
の
犬
左
足
場
合
比
は
(
生
産
物
種
類
の
争
ぎ
と
と
を
同
時
に
意
味
す
る
)
、
極
端
た

ろ
介
業
と
機
械
化
や
一
行
ひ
、
進
ん
で
は
流
れ
作
草
、
を
資
現
す
る
と
と
が
出
来
、
か
か
み
特
殊
在
生
産
方
式
に
よ
っ
て
生
産
費
の
低
下

そ
資
現

L
得
る
か
あ
で
あ
る
。
尤
も
こ
山
概
念
は
相
針
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
占
八
九
巾
生
産
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
の
聞
に
劃
然
た
る
級

又
そ
れ
は
生
産
物
樫
制
(
血
暗
拘
円
形
世
性
質
放
出
に
生
産
工
相
)
又
は
そ
の
時
時
の
技
術
に
上
っ
て
動
く
こ
と
を
注
意

せ
ね
ば
た
ら
ね
。
例
へ
ぽ
自
動
車
は
フ
十
4
1
ド
陀
よ
っ
て
初
め
て
大
量
生
奇
化
さ
れ
た
し
、
又
以
下
に
研
究
せ
ん
と
f
る
航
空
機
工

を
ひ
き
矧
い
し
、

花
が
従
来
↓
へ
荒
生
市
化
し
得
ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ぬ
た
に
拘
ら
十
、
限
界
各
閣
に
訟
け
る
努
力
に
よ
っ
て
罰
に
或
る
程
度
ま
で

ふ
へ
荒
生
司
化
の
成
功
を
骨
げ
る
に
五
つ
て
ゐ
吊
か
ち
で
あ
る
。

大
量
生
市
方
式
と
併
す
べ
き
二
聯
の
生
成
方
法
は
そ
心
冷
一
点
物
穂
類
及
び
工
棋
が
単
純
に
し
て
数
民
主
の
犬
た
呂
L
H
昔
、
換
言
す
れ

ば
、
工
程
の
反
覆
さ
れ
毛
皮
教
の
大
な
る
と
ど
、
最
も
瀬
主
口
に
生
瀧
費
を
低
下
し
得
る
。
そ
の
方
法
は
個
々
の
工
業
忙
よ
っ
て
具
る

が
、
主
要
た
る
も
の
は
介
誌
を
北
礎
と
す
る
専
門
化
と
機
純
化
と
流
れ
作
業
な
る
経
借
構
成
で
あ
る
。
最
後
の
も
の
は
原
料
を
し
て

生
売
物
と
た
ろ
士
で
建
か
に
移
動
せ
し
め
る
と
と
を
い
ふ
。
之
に
司
上
り
入
品
開

の
H
定
時
間
そ
短
縮
す
る
と
共
に
コ
梓
間
内
均
仰
と
進
行
池
山
以
hf
規
則
的
町
動
的
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
調
調
和
生
深
と
高
建
生

市川

L
-
E官
現
し

η
る

3

例
へ
ば
紡
結
末
の
如
き
は
、
細
分
し
た
る
生
産
工
存
h
f
通
じ
て
原
料
を
順
次
の
機
械
に
か
け
て
殆
E
停
滞
す

右
岸
一
と
ろ
た
ぐ
進
行
せ
し
め
得
ろ

3

そ
と
で
は
専
門
化
せ
吊
柄
拘
と
持
倒
力
と
を
以
て
能
率
を
倒
皮
に
一
両
め
る
。
又
個
個
の
作
業
忙

制
か
ぐ
分
化
し
た
ろ
工
時
間
そ
停
滞
す
る
己
と
た
く
、

市

T
f
z
機
叫
刊
の
能
力
に
ム
主
計
一
あ
る
も
そ
の
最
小
公
倍
数
に
相
首
す
弓
宗
教
を
備
へ
る
と
と
に
よ
り
調
和
的
生
産
を
行
っ
て
ゐ
る
。
セ

メ
ン
ト
工
業
、
製
糖
岬
菜
、
制
止
統
治
、
人
法
肥
料
(
殊
に
碕
官
)
制
民
活
誕
の
如
雪
化
皐
工
業
に
沿
い
て
も
、
製
品
は
殆
ど
一
一
刈
の
工
程
を

た
だ
品
質
を
均
一
た
ら
し
め
る
た
め
と
迩
中
の
品
川
崎
に
上
る
金
工
程
の
混
乱
を
防
止
す
る
た
め

件
滞
す
る
と
こ
ろ
た
く
流
動
し
、

大
量
生
産
に
つ
い
で

Gottl-OitlilienfeJrl， F_ v.， Wirts.chaft uロdTechnik (G. d. S. II， 2)~ 2. Aus:， 
s. 106 官同喜代旗、相替原理、 20。官。
設備(附加的組替)、原料(副産物利用)及 u'勢働力の完全利用目如きも、その
一方法であるが、今これらは分業1/(;U'機械化の概念の中に告品、結局涜品作
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六
世
生
産
に
つ
い
て

円l

に
、
設
小
鹿
ハ
リ
タ
ン
ク
が
故
ケ
所
陀
備
へ
ら
れ
で
あ
る
の
み
。
こ
れ
ら
の
工
業
に
た
い
て
は
明
ら
か
に
草
純
な
る
製
品
の
教
最
大
な

石
比
に
め
、
中
t
h
-
工
程
は
絶
え
や
反
覆
さ
れ
、
ト
ヘ
同
一
帆
主
屯
心
利
保
が
瀬
普
に
現
は
れ
る
。
然
る
に
機
械
工
業
に
む
い
て
は
事
情
や
干
奥

る
機
械
ru
乏
に
は
そ
の
山
下
一
恒
技
術
k
、
大
量
生
々
の
資
規
を
妨

f
・
へ
雪
一
事
情
が
あ
る
。
即
ち
生
直
工
棋
が
各
州
梶
雑
に
し
て
、
か
っ

p
て
山
北
司
令
も
の
は
高
き
精
官
山
皮
主
要
求
せ
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。
た
だ
工
程
の
複
雑
も
精
脅
皮
も
圧
換
作
の
砕
保
を
保
件
と
は
ず
る

が
、
介
、
託
生
深
に
と
り
絶
封
的
た
闘
激
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

機
凶
刊
工
花
山
辺
門
川
は
多
数
の
郁
品
上
り
構
成
さ
れ

そ
の
部
品
は
数
個
乃
王
前
十
個
の
工
程
を
殺
で
成
形
せ
ら
れ
た
ろ
後
、

部
品
数
の
一
例
を
卑
げ
れ
ば
、
餓
道
用
機
関
車
(
蛾
辺
行
C

混
入
哨
)
は
二
七
五
六
時
叫
八
八
六
七
個
の
部
品
よ

同
動
曜
は
六
千
乃
至
八
千
個
の
部
品
よ
り
組
立
て
ら
れ
る
。
航
本
機
に
つ
い
て
い
へ
ば
ダ
ク
ラ
叉
峨
治
機
D
C
一二期

り v ご

宇持 ら
成れ
さて

れ7)民

と
な
''> 

の
機
慨
に
は
約
一
時
七
千
種
の
部
品
を
妥
し
、
そ
の
中
心
一
種
の
銀
の
み
で
正
十
時
二
千
本
、
ラ
イ
ト
サ
イ
ク
ロ
シ
発
動
機
は
五

阿
九
七
時
惜
の
部
品
か
ら
構
成
さ
れ
丸
。
更
に
機
惜
の
み
主
と
つ
で
見
て
も
、
田
川
も
簡
問
中
た
構
造
形
欣
を
も
っ
軍
一
部
品
と
集
成
部
品

と
濁
立
の
機
能
を
も
っ
専
門
部
品
と
あ
る
が
、
草
一
部
品
の
う
ち
に
も
大
怒
る
機
州
設
備
、
例
へ
ば
犬
刻
プ
レ
ス
或
は
鍛
治
機
を
要

す
る
も
の
と
、
比
較
的
簡
草
な
る
工
作
機
拘
を
以
て
加
工
し
得
る
も
の
と
あ
る
。
ヰ
門
部
品
の
例
と
し
て
は
、
可
同
地
筒
プ
ロ
ペ
ラ
、

屯
H
A
U
訂
砕
、
降
宥
拍
車
問
宮
、
気
化
器
、
冷
却
器
、
辺
信
機
材
、
銃
砲
等
が
あ
り
.

己
れ
ら
は
ま
た
宍
♂
多
数
の
部
品
か
ら
組
立
て
ら
れ

る。
祁
円
刊
の
種
頒
が
多
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
部
品
の
材
川
内
も
鋼
、
持
殊
鋼
、
純
合
金
、
銅
ム
白
金
の
各
種
に
疋
り
、
し
か
も
そ
れ
が
押

間
判
明
↑
材
と
し
て
、
或
は
鍛
遺
品
と
し
て
、
或
は
繕
遺
品
と
し
て
要
求
さ
れ
る
。
加
工
工
程
に
は
錯
鍛
造
、
押
出
成
形
の
ほ
か
、
切
削

(Cf. Gottl，' a. a. 0.， 

車E
jf_ 

業によって原則的に調和的生産が主主成されると考へる。
1s-H3的
Gottl， 3. a. 0.， S. -129， ff 宮町、前掲苦手、 257頁以下。
a. 3. 0.， S. 116 f王宮田、 ~ij掲書、 245頁以下。
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加
工
は
勿
減
、
後
港
の
如
〈
プ
レ
ス
に
土
石
銀
全
加
工
が
極
め
一
」
多
ぐ
用
ひ
も
れ
、
熱
底
理
、
塗
装
も
必
要
で
あ
る
。

機
崎
工
業
に
老
い
て
部
品
及
ぴ
工
程
教
の
多
い
と
と
は
大
量
生
涯
の
障
害
と
た
る
け
れ

E
も
、
製
品
種
類
の
標
準
化
が
行
は
れ
、

町

北
る
砲
の
も
の
だ
け
が
事
長
陀
唱
山
川
有
さ
れ
る
ん
一
き
は
そ
れ
だ
け
犬
未
生
内
に
近
づ
〈
己
と
を
得
る
。
頼
者
在
例
は
小
川
弔
電
動
機
、
或

は
向
動
車
、
殊
に
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ヴ
ォ
レ

l
の
如
斉
一
大
衆
的
自
動
取
の
吃
時
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
の
意
味
で
部
品
敬
も
亦
大
量
生
産

方
式
に
と
っ
て
相
針
附
た
問
団
で
あ
る

3

今
日
付
加
日
午
機
]
業
に
と
っ
て
は
飛
躍
的
大
府
間
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
自
動
車
に
北
し

て
部
品
数
と
精
曲
川
広
は
数
倍
な
る
に
反
し
て
、

な
ほ
生
南
一
両
は
桁
逗
ひ
の
欣
態
に
あ
る
。
自
動
車
に
沿
い
て
成
功
し
た
る
大
量
生
産

万
式
は
航
待
機
工
法
に
と
っ
て
疋
に
貴
碇
左
経
験
で
は
あ
る
が
、

そ
己
忙
は
多
〈
の
修
疋
を
必
要
と
す
る
己
と
も
首
然
で
あ
る
。
米

閣
同
動
市
下
巳
業
で
は
一
工
場
年
母
砂
〈
と
も
故
高
志

従
つ
で
完
全
た
流
れ
作
誌
を
賓
現
し
で
ゐ
る

が
、
航
雫
慨
に
於
て
之
を
行
ふ
に
は
一
工
場
に
て
告
く
と
も
三
市
内
査
の
現
棋
を
も
た
ね
ば
左
ら
ね
、
或
は
同
一
機
穫
の
も
の
五
千
乃

五
-
席
阜
の
注
文
を
交
け
た
け
れ
ば
十
可
能
と
い
は
れ
る
。
航
空
機
工
誌
の
ど
託
生
内
化
に
は
特
殊
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
所
以
C

多
き
は
数
十
高
来
陀

K
り‘

あ
る
。

，
 

川
久
川
刊
を
消
化
ナ
る
に
足
る
だ
け
の
十
分
な
ろ
一
且
山
県
台
日
比
住
が
ま
づ
大
畏
生
哩
の
前
提
で
あ
る
が
、
今
日
そ
れ
が
問
題
で
は
な
い
と

し
で
も
、

い
ま
一
つ
心
前
提
は
制
点
口
川
陸
相
州
心
世
純
な
る
こ
と
、
若
く
は
標
準
化
心
十
分
行
は
れ
て
ゐ
る
己
と
で
あ
る
包
航
A
U
T
勝
目
工
業

は
と
己
に
も
因
維
を
も
っ
つ

航
山
濯
機
工
業
の
特
質
と
そ
の
大
監
往
詮
方
式

航
会
機
工
業
は
多
数
か
っ
多
種
類
心
部
品
よ
り
構
成
さ
れ
、
と
の
意
味
に
お
い
て
綜
合
エ
誕
の
典
型
で
あ
る
己
と
が
第
一
の
特
徴

大
量
生
産
に
つ
い
て

= 

"" 

拙著、下請制工業論、 174-5頁。
山田文堆、中小工業純済論、'49頁。
勝田不三雄、現刊航空工業、 38頁。 、

機械製品ー号は試作白場合には生産費極品て高〈、月産数十還に建すれば、そ四
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大
量
生
産
に
つ
い
て

プミ

で
あ
る
。
機
材
工
業
一
般
に
週
中
る
と
の
特
徴
は
こ
と
で
特
に
著
し
い
。
製
品
及
び
部
品
の
精
斡
皮
は
特
徴
の
第
一
一
で
あ
り
、
部
品

一
方
で
精
密
度
を
要
求
さ
れ
乍

互
換
性
の
概
保
が
必
要
で
あ
ろ
が
、
そ
れ
も
他
の
機
械
工
業
に
比
べ
て
一
向
い
程
度
が
要
求
書
れ
ろ
。

ら
、
機
山
間
化
し
得
ざ
る
手
作
業
部
分
の
大
友
ろ
と
と
も
第
三
の
特
徴
と
し
て
恥
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
殊
忙
組
立
作
業
に
は
手
作
業

の
部
分
が
多
〈
、
六

O
V
M
以
上
を
占
め
る
。

更
に
航
索
機
工
業
に
む
い
て
は
部
品
数
と
並
ん
で
大
量
生
沖
そ
妨
げ
る
第
四
の
事
情
が
あ
る
。
邸
主
↑
機
棋
の
多
様
忙
し
て
鎚
換
が

頻
繁
左
右
と
と
で
あ

5
3
戦
闘
機
、
爆
準
機
、
偵
察
殿
、
悌
治
機
の
如
〈

H
的
に
上
り
車
一
り
、
陸
上
機
、
航
上
機
、
水
上
機
の
如
く

設
北
町
独
自
に
上
ろ
走
あ
り
、
克
に
各
機
種
が
弛
卜
一
時
間
闘
機
、
持
】
花
刑
判
闘
機
、
局
地
(
防
空
)
喰
闘
機
と
い
ふ
如
〈
夫
ミ
幾
っ
か
に
分
化

し
て
ゐ
ろ
。

し
か
も
技
術
的
逆
指
似
め
て
蓮
や
か
な
ろ
た
め
‘
旬
年
各
根
の
改
良
を
加
へ
ね
ば
航
空
戦
に
優
位
を
占
め
る
と
と
が
出

取
引
だ
い
。
大
円
市
生
内
山
右
策
的
一
が
機
械
化
L

一mm能
作
4
1
に
あ
り
と
す
る
も
、
或
る
機
樋
の
た
め
治
且
一
そ

ω他
大
た
る
固
定
設
備
を

行
ふ
と
ふ
は
時
間
と
焚
刑
と
ir--叫
す
ろ
し
、
機
日
刊
円
相
~
換
の
た
め
に
そ
の
え
部
分
か
探
楽
さ
れ
る
と
き
は
、
山
県
可
能
率
を
低
下
す
る
と

と
存
し
い
も
の
が
あ
ろ
。
犬
H

平
生
町
と
機
砲
唆
換
I
F

一
の
ブ
寸
前
中
ゲ
一
調
和

f
ろ
と
と
が
州
め
て
困
難
た
問
題
と
た
る
。
治
具
に
悶

f
z
研

究
ば
と
の
冊
却
に
於
で
市
中
へ
注
意
義
を
も
っ
。

航
空
問
中
t
市
町
の
投
術
的
判
貯
は

M
上
山
如
〈
大
円
-T円+-t吋
に
K
V
油
市
た
ろ
も
の
あ
る
に
拘
ら
宇
、
酬
明
時
に
は
そ
の
上
に
更
に
一
一
の
裂

ぷ
が
課
せ
ら
れ
右
。
活
一
は
一
州
問
川
に
企
け
弓
念
迷
柄
拘
川
で
あ
る
。
鴨
川
局
の
抗
妙
に
土
り
時
時
に
件
、
徒
一
な
る
生
涯
が
要
求
さ
れ
る
の

ば
兵
器
工
業
共
通
の
特
色
で
あ
る
が
、
航
山
午
機
工
業
は
同
州
端
だ
川
和
人
口
工
業
在
る
が
放
に
、
紫
材
工
業
か
ら
協
力
工
業
に
至
る
ま
で
多

ノ
、
巧
工
業
の
調
印
的
摘
も
t
を
必
要
と
し
、
航
At
機
工
主
の
み
を
と
っ
て
兄
て
も
川
崎
↓
へ
校
設
備
と
持
働
力
を
要
ず
る
生
涯
摘
克
は
決
し

て
容
易
で
た
い
っ
各
種
機
械
て
場
の
航
点
機
開
係
生
産
へ
の
料
換
は
勿
論
.
新
ち
し
き
γ
山
場
の
建
設
の
ほ
か
に
、
更
に
紡
績
工
揚
そ

寸下分以 lにドるのが普掴であるといはれる。 生産君主最と生宣告費との閥怖を示
す-~刊である、又T暫 Ford に於げる標準化はそ白描惜化的由設話c'あった。
脇田平二曜、前掲書、 62頁。
辻括竺、 ドイツ白航空工業(科事技術、昭和181f_~1 f.f競)。
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の
他
平
和
商
業
の
諸
工
場
白
幡
喚
利
用
が
緊
念
に
資
拘
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
も
之
が
た
め
に
外
注
ら
ぬ
。
大
量
生
産
の
方
法
は
本
来
技

術
的
合
理
化
心
級
に
沼
ひ
、
生
土
問
資
低
下
を
日
的
と
し
た
も
D
で
は
あ
る
が
、
八
万
化
作
業
の
孫
練
と
機
械
化
と
に
上
り
個
個
の
作
業

時
間
を
短
縮
し
、

か
つ
流
れ
作
業
方
式
に
よ
っ
て
工
程
刊
に
於
け
る
山
中
備
時
間
、
待
ち
時
間
を
節
約
し
て
工
程
進
捗
を
機
械
的
左
ら

し
め
、
附
市
川
相
伐
つ
で
金
生
市
そ
し

y

刊
定
化
し
得
ろ

3

同
時
に
、
設
怖
心
利
用
卒
b
t

内
め
、
減
俄
償
却
負
拾
を
開
減
ず
る
と
共
に
、
利

子
負
抱
を
も
幌
減
ず
る
こ
と
に
上
っ
て
生
々
費
を
低
ド

L
得
る
わ
け
で
あ
る
c

然
し
究
用
山
兄
地
主
牒
れ
で
も
、
生
直
時
間
の
煩
縮

ほ
一
定
期
間
内
に
得
ら
れ
る
乍
南
置
を
増
え
す
る
と
?
と
言
ふ
迄
も
な
い
。
事
賞
、
航
定
機
工
業
、
造
紙
菜
、
工
作
機
械
工
法
等
に
大

抗
生
町
叫
が
明
へ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
費
用
低
下
上
り
も
、
今
日
の
場
合
急
速
崎
産

ι役
立
つ
か
ら
に
外
た
ら
ぬ
。
更
に
又

悦
宅
機
ハ
U

畑
〈
機
時
閉
吋
~
換
の
速
や
か
左
右
も
刀
に
あ
っ
て
は
、
高
速
生
南
は
機
内
そ
迩
や
か
に
償
却
し
T
へ
て
新
設
備
咋
用
の
可
能

性
を
一
両
め
る
と
い
ふ
利
昨
摘
も
あ
る
。

我
我
は
し
か
し
明
時
下
に
沿
い
て
課
せ
ら
れ
る
今
一
ハ
山
要
求
も
い
川
一
蹴
す
る
こ
と
が
刊
来
た
い
。
設
備
資
材
、
郎
材
料
及
び
努
力
。

筒
約
で
あ
る
。
支
那
事
務
初
ま
っ
て
ど
り
六
年
、
苛
烈
左
右
大
東
軍
戦
争
以
来
二
年
に
来
ん
と
す
る
際
、

と
れ
ら
物
の
側
の
節
約
が

同
閉
め
て
宅
市
川
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
と
は
喋
喋
す
る
士
で
も
あ
る
ま
い
。
工
場
建
設
用
者
一
材
を

1
1開
聯
工
業
各
枇
の
庵
大
友
る
掠
張

汁
窪
が
相
互
に
調
整
せ
ら
れ
ざ
る
た
め
偏
在
せ
る
こ
と
も
少
く
な
い

i
1有
裁
に
用
ひ
る
ば
か
り
で
友
く
、

φ
か
ら
ね
航
空
機
原
料

科
が
切
削
碕
と
た
り
不
合
格
口
問
と
た
る
と
と
を
防
ぎ
、

主
た
不
熟
練
芥
働
者
そ
有
数
忙
使
用

f
ろ
作
業
方
法
を
考
案
せ
ね
ば
た
ら

由
。
占
へ
荒
生
濯
右
式
は
あ
る
程
度
己
の
方
向
に
も
役
立
つ
。

従
来
、
航
雫
械
工
業
に
会
い
て
は
勿
論
、
自
動
車
工
業
、
電
機
工
業
の
一
部
等
、
極
ム
ザ
教
の
例
を
除
い
て
、
大
量
生
深
の
経
験
な

き
我
が
闘
機
州
工
業
民
会
い
て
そ
の
貨
現
は
決
し
て
容
易
で
な
い
。
今
日
研
究
さ
れ
つ
つ
あ
る
方
策
の
主
要
な
る
も
の
ほ
突
の
如
〈

大
量
生
産
に
つ
い
て

七

見目春、飛行槽の多量生産に就て(科畢技術、昭和昨年6月続)。
Fordが奮T型より現在白A型民韓換するた品目費用と能率的低下は莫大なる
も0があった。 (Flugge，E.， Die -Automobilindustrie der .Vereinigten Staa旬n，
s. 149.) 
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大
量
生
産
に
つ
い
て

ハ‘

で
あ
る
。

作
業
分
化

部
品
製
作
と
組
立
と
の
分
化
、
ま
た
部
品
製
作
工
程
に
な
け
る
分
化
は
自
動
車
工
業
に
な
け
る
と
同
様
で
あ

る
。
部
品
の
弓
ち
に
も
(
一
)
単
一
部
川
叫
、
(
イ
)
大
却
の
も
の
と
(
ロ
)
中
小
柄
の
も
の
、
(
一
コ
集
成
部
品
、
(
=
一
一
)
軍
門
部
品
の
匝
別
あ

り
、
前
者
は
(
イ
)
組
」
止
を
行
ム
大
工
場
に
於
て
或
は
(
ロ
)
中
小
規
模
D
協
力
工
場
に
沿
い
て
、
(
二
)
(
三
)
は
中
規
模
以

k
の
専
門
工

場
に
沿
い
て
製
作
さ
れ
与
の
が
遁
常
で
あ
る
。
専
門
部
品
工
場
は
各
航
雫
機
工
場
へ
共
前
部
品
と
し
て
版
変
ず
る
で
あ
ら
う
。

作
業
分
化
ぱ
作
廷
の
間
単
純
化
と
専
門
化
を
招
〈
が
故
に
、
熟
練
も
し
〈
は
尊
門
研
貨
を
促
進
し
て
牧
市
能
率
を
高
め

Z
E
と
は
、

的

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ヘ
以
来
況
か
れ
た
と
己
ろ
で
あ
る
。
ま
た
専
門
化
に
よ
り
間
半
棺
機
時
或
は
進
ん
で
専
門
機
械
の
採
用
を
可
能
な
ら
し

め
る
の
も
ま
た
大
な
ろ
長
所
で
あ
る
。
然
し
反
而
、
-
刊
誌
の
分
化
が
同
搾
郊
口
m
阿
の
互
換
性
の
柿
保
彰
一
保
件
と
せ
ね
ば
た
ら
む
と
共

に
、
叉
異
間
内
部
品
川
の
調
和
的
綜
合
化
の
考
慮
を
必
一
県
と
す
る
。
部
門
川
の
疋
喚
引
を
抗
日
保
す
る
と
と
に
上
り
初
め
て
小
銃
の
大
民
主
生

球
が
行
は
れ
一
六
こ
と
は
周
知
の
泊
り
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
限
界
ゲ
ー
ジ
方
式
の
徹
底
が
最
も
有
放
た
方
策
と
き
れ
る
。
各
部

門
川
の
綜
ん
円
は
後
述
の
行
業
方
式
の
考
慮
を
必
然
た
ら
し
め
る
。

両
川
動
副
司
工
弐
に
島
付
る
機
川
刊
化
は
分
業
主
法
艇
と
せ
ろ
個
個
の
部
分
恥
工
の
機
枇
化
の
ほ
か
、
特
に
針
金
加
工

の
機
械
化
、
的
ち
プ
レ
ス
作
業
と
、
組
文
作
業
及
び
工
科
問
の
品
川
法
作
業
に
ゐ
け
呂
機
椛
化
、
即
ち
コ

y
ヴ
ェ

1
ヤ
ー
の
利
別
で
あ

っ
た
。
プ
レ
ス
作
業
の
利
用
は
今
日
航
宰
機
工
業
に
沿
い
て
最
も
瀬
市
苛
た
ろ
丹
波
法
そ
濯
げ
つ
つ
あ
ろ
部
分
で
あ
つ
も
、
州
問
鋼
と
柄
合

機
械
化

令
一
と
乃
去
付
刊
の
差
か
ら
来
ろ
特
異
性
法
あ
っ
て
も
、
機
械
化
に
よ
ろ
手
作
業
の
内
約
ル
一
強
度
化
は
大
帝
一
生
慌
を
促
進
す
る
有
力
た
る

千
段
で
あ
る
。
突
に
帥
州
市
何
時
晴
匙
及
ぴ
精
府
間
鍛
造
ば
最
近
の
夜
迷
に
か
か
ろ
機
内
化
の
一
方
向
で
あ
る
。
之
は
機
械
{
切
削
)
加
]
の
揚

ω
 

〈
U

J
切
川
川
肘
の
何
約
L
」
切
川
時
間
の
節
約
L
L
の
上
に
大
な
る
音
義
を
も
っ
c

第
三
に
治
具
工
具
、
検
査
兵
の
成
汎
な
る
利
用
も
ま
た

Gotll， a. a. 0.， S. 1I6町
Adπ111 Smith. The 、Nea1th of Nations， Book T， Chap. 1. 
アヴンヤー樺械古差別史(官成存時三F諜)、 491買以下、奥村正二、工作機械資
蓮虫、 50頁。
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民
き
意
味
陀
於
で
機
械
化
の
了
と
見
る
己
と
が
問
来
よ
う
、
治
具
は
そ
れ
自
身
加
工
を
行
ム
機
械
で
左
W
け
れ
E
も
、
製
品
に
常
に

同
一
保
件
を
も
た
し
め
る
た
め
の
制
助
的
道
具
で
あ
り
、
之
に
よ
り
手
作
業
の
不
安
定
性
を
除
雪
精
密
度
を
高
め
得
る
。
他
方
治
具

の
使
用
に
よ
っ
て
多
数
の
製
品
の
互
換
性
が
本
ロ
却
に
確
保
さ
れ
る
が
散
に
大
量
生
産
に
役
立
つ
と
と
犬
で
あ
る
。
治
具
に
は
勇
断
治

具
、
穿
孔
治
只
、
成
形
治
具
、
組
立
治
具
、
仏
関
谷
一
治
共
等
の
同
別
が
あ
る
。
大
長
生
産
工
場
に
ゐ
け
寺
市
具
の
繋
備
は
概
め
て
軍
要

脱
さ
れ
、
小
川
航
点
機
の
叙
全
部
品
二
四
、

0
0
0一
個
の
加
工
用
治
且
(
の
み
で
三
七
二
二

O
個
と
い
は
九
、
十
分
左
右
治
工
具
製
作

用
地
械
は
生
時
機
州
δ
=
5
%
以
上
を
占
め
る
と
さ
へ
い
は
れ
し
r

最
近
殻
迷
せ
る
犬
烈
プ
レ
ス
用
、
又
は
杭
宗
機
組
立
用
治
具
の

加
を
」
は
、
相
山
印
刷
の
決
作
期
間
と
資
本
同
定
を
必
要
と
す
る
が
放
に
、
己
こ
で
も
生
時
品
が
安
定
し
生
町
教
査
が
大
で
な
け
れ
ば
有
利

で
た
い

3

他
刊
ま
た
機
穂
竣
換
の
頻
繁
な
る
と
と
も
止
む
を
得
ざ
る
要
求
で
あ
る
か
ら
、
治
共
の
改
迭
を
容
易
た
ら
し
め
、
又
治
具

泊

材
料
の
融
活
性
(
流
用
車
)
を
高
め
呂
榊
浩
及
び
材
料
の
研
究
が
進
ん
で
ゐ
る
。

作
業
方
式

作
業
分
化
と
専
門
化
は
大
景
生
丙
の
第
一
の
要
諦
で
あ
り
、
之
を
北
礎
と
す
る
機
械
化
は
第
三
の
主
要
方
策

で
あ
っ
た
。
然
る
『
か
ど
分
化
せ
ろ
作
業
を
順
序
よ
ぐ
逆
行
せ
し
め
、
複
雑
た
る
製
品
に
綜
ム
口
組
立
て
る
た
め
に
は
納
棺
た
る
作
業

句

作
市
叫
が
必
要
と
た
Z
o
部
品
に
大
小
の
埠
あ
り
、
加
ヨ
工
程
に
難
易
の
別
あ
る
が
戒
に
、
加
ヨ
時
聞
が
不
牲
と
た
り
、
又
工
場
内
運

織
も
複
維
で
あ
る
。
E
の
作
仰
が
不
十
分
で
あ
る
と
、
或
る
部
品
に
つ
き
正
味
加
工
時
間
二
一
時
間
二
五
分
な
る
に
針
し
停
滞
時
間

お

一

一
五
、

O
五
七
時
間
と
い
ふ
如
き
例
も
稀
で
な
い
と
と
と
た
る
。
フ
ォ
ー
ド
が
流
れ
作
業
方
式
を
徹
底
的
に
賃
施
し
、
特
に
組
立
作

叩

誌
に
島
い
て
機
岐
に
上
石
強
制
、
即
ち
づ
ン
J
ソ

ェ

1
ヤ

1

・
シ
ス
テ
ム
を
採
っ
た
の
は
と
の
作
業
管
理
を
合
開
化
し
た
も
の
に
外
注

ち
ね
。
所
副
流
れ
作

1、
は
、
(
ご
一
工
程
占
り
弐
の
工
程
に
移
る
問
の
時
間
及
び
移
動
距
離
聖
最
知
に
す
る
と
と
、
友
ぴ
(
二
)
作
業

の
匙
行
令
一
機
械
(
コ
シ
ヴ
エ
I
ヤ

1
)

巴
よ
り
或
は
土
ち
ゃ
，
し
て
規
則
的
強
制
的
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
れ
り
、
赤
し
之
を
徹
底
的
但
貸
施

六
量
生
産
に
つ
い
て

:IL 

山路規矩夫、板金1JI1工の新態勢及u踊olrjl中ご、航空槽用保全工作機械、紺
野孟卒、航空機大量生産用プレス(科畢技術、昭和18~1'='I'H抽)等量開局
飛行機の多量生産に就いての座談合(内燃機関、昭和，8年7月琉)。
山本公安、航空機大量生産用泊具(科崇技術、昭和，8年z月披)。
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大
量
生
産
に
つ
い
て

四
O 

ぜ
ん
と
ナ
石
場
合
陀
は
、
原
則
と
し
て
流
れ
を
草
刈
と
し
、

門
化
せ
し
め
、

日
つ
作
誌
を
脱
皮
に
細
分
し
て
各
弁
働
者
そ
故
分
毎
の
部
分
作
業
に
専

か
ぐ
で
作
文
時
聞
の
不
寝
を
除
く
と
共
に
、
連
続
的
か
う
両
遁
に
進
行
せ
し
め
や
然
し
部
品
数
の
例
合
に
製
品
数

置
の
山
γ

い
場
合
に
か
〈
の
如
き
徹
属
的
流
れ
作
忠
の
7
h
a

油凡
M
M

友
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
流
れ
作
業
方
式
は
42
〈
の
揚
合
限
ち
れ

た
程
度
に
局
限
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
古
米
国
附
怜
加
工
作
4
K
は
工
程
内
各
級
性
の
た
め
に
流
れ
作
拾
に
遁
せ
示
、
組

L

げ
作
活
は
之
に

適
し
て
ゐ
る
。

主
づ
組
立
作
業
は
流
れ
作
業
陀
近
づ
け
ん
と
す
る

が
、
機
織
加
工
に
長
い
て
は
精
精
の
と
と
ろ
作
業
の
椋
準
化
と
工
作
機
M

刊
の
合
珂
的
配
置
に
よ
り
作
業
時
間
と
工
場
内
運
搬
の
畑
一
駄

従
っ
て
犬
同
一
民
生
産
の
方
法
主
賓
施
ぜ
ん
と
す
る
機
械
工
場
も

そ
除
去
せ
ん
左
ず
る
程
度
に
止
ま
る
。
航
察
機
工
た
に
者
い
て
は
組
立
に
去
け
る
流
れ
作
法
も
、
初
泡
の
例
に
倣
ひ
准
流
れ
作
業
と

冶

も
い
ふ
べ
き
一
タ
ク
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
泊
常
と
さ
れ
、
い
主
や
各
枇
で
賃
施
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
数
十
分
乃
至
数
時
間
を
一
車
位
と

し
、
市
位
時
間
部
ち
一
タ
ク
ド
内
に
一
閣
の
作
業
キ
一
完
了
し
て
次
の
タ
ク
ト
に
伊
す
、

こ
と
で
は
完
全
た
流
れ
作
業
に
比
し
さ
作
業

分
化
は
細
常
で
た
〈
、
数
個
の
作
業
を
組
合
は
ず
こ
と
児
、
よ
り
タ
ク
下
時
聞
の
均
設
や
一
保
っ
と
共
に
、
多
少
の
徐
裕
を
見
込
む
と
と

一
羽
の
線
組
立
に
お
け
る
タ
ク
ト
は
次
の
如
〈
榊
成
さ
れ
て
ゐ
る
。

も
同
来
る
。
例
へ
ば
羽
滋
へ

Y

シ
ェ
ル

問
問
主
部
と
み
央
翼
と
の
接
合
、
殻
動
機
取
付
、
需
出
、
水
平
尾
翼
取
付
、
爆

mH叶
納
向
、
油
服
導
川
目
等

地
取
付
、
下
げ
霊
取
付
、
電
気
配
線
、
操
縦
庇
硯
装
置
取
付

外
翼
取
付
(
補
助
翼
と
共
に
)

四

プ
ロ
ベ
ラ
取
付
、
パ
イ
プ
系
統
組
立

五

操
縦
装
置

な
ほ
航
空
機
の
組
立
作
業
に
沿
い
て
は
部
品
教
の
大
な
る
と
形
態
の
大
な
る
た
め
に
、

車
列
の
組
立
を
不
利
と
し
、

主
翼
、
尾

山路規矩夫、前掲論文。
内燃機関白多量生産に就いて白座談合(内燃機関、昭和同年7月挽λ
山本公哉、前掲前文、見同事、前情論文。
部品を外註又は下請せし品る場合も、そ白I~請なる入手引.c-要であれ下請
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盟

・

事

‘

済。経
下
本

同

時

日

貰洲崎明
乱
期

掲
白

前
咽
周

遊
在
る
生
理
能
率
の
低
下
を
極
力
防
止
せ
ね
ば
た
ら
宇
、
他
方
ま
た
多
岐
に
亙
る
部
品
製
作
及
び
組
立
を
航
空
機
曾
枇
内
の
各
ヱ
揚
*
乱
部

。

h

，
品
目
方

問
忙
、
戎
は
潤
立
の
専
門
部
品
エ
揚
及
び
協
力
工
揚
問
陀
介
抱
せ
し
め
る
と
と
が
必
要
と
た
る
己
E
に
航
空
機
舎
祉
に
者
け
る
経
存
産

回
生官一一両

業作

。
れ

る

諸
あ

と

で
。
力

題
丈
産
。

開
請
生
照

る
掲
、
参

な
前
郎
)

大
、
一
備

は
事
問
課

理
目
久
査

管
且
佐
調

翼
、
盟
問
等
の
A
Y
割
組
~
を
別
L
揚
に
で
行
弘
、
か
か
る
部
分
組
立
、
即
ち
中
間
組
立
を
完
了
せ
る
も
の
を
締
組
立
エ
揚
に
て
取
付

組
立
す
毛
と
い
ム
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
部
分
組
立
工
場
に
で
も
タ
ク
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
採
り
得
る
。
、

ι

四

航
空
機
工
業
に
お
げ
る
経
替
組
織

大
量
生
産
を
資
現
ず
る
た
め
白
技
術
的
方
策
は
凡
モ
上
惑
の
如
〈
で
あ
る
。

又
作
業
管
理
の
上
か
ら
は
流
れ
作
業
よ
り
も
タ
ク

ト
・
シ
ヌ
テ
ム
が
遁
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
一
み
に
於
て
航
空
機
に
沿
い
て
は
機
種
務
換
が
屡

e
一
行
は
れ
る
が
、
そ
の
際
に
殆
E
不
可

骨
組
織
の
問
題
が
出
て
来
る
。
(
素
材
工
業
白
横
充
が
念
務
。
一
と
さ
れ
、
こ
の
勤
に
超
重
勘
的
施
策
が
講
ぜ
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
又
企
業
形
態
に
つ
い

て
も
問
題
が
あ
る
が
+
そ
れ
に
は
潤
れ
な
い
J

先
づ
機
種
費
換
に
封
す
る
経
替
組
織
上
の
針
策
は
試
作
工
場
と
生
産
工
揚
と
の
分
化
で
あ
る
。
即
ち
生
産
工
場
は
既
に
構
造
及
び

生
曜
方
法
の
確
定
せ
る
航
空
機
白
大
量
生
産
の
み
を
行
ふ
に
封
し
、
試
作
ヱ
揚
は
研
賓
室
、
設
計
部
忙
忌
い
て
研
究
設
計
さ
れ
た
る

E
E
K
於
て
は
大
量
生
産
ム
」
は
金
〈
具
る
工
揚
設
備
と
管
理
を
以
て
、
日

航
空
機
の
抜
高
乃
至
十
除
毒
を
試
作
す
る
も
白
で
あ
り
、

日
に
新
た
な
る
技
術
を
加
味
し
た
る
優
秀
機
の
試
験
的
袈
作
を
目
的
と
し
、
生
産
費
低
下
は
原
則
と
し
て
問
題
と
し
左
い
。
制
式
機

の
大
量
生
産
が
他
の
工
場
で
行
は
れ
て
ゐ
る
左
ち
ば
、
試
作
機
の
製
作
は
前
者
の
能
率
を
跡
げ
る
己
と
と
左
ち
友
い
。
た
だ
進
ん
で

は
更
に
濁
逸
の
如
〈
試
作
工
揚
と
生
産
工
場
と
の
中
聞
に
試
作
機
む
大
量
生
産
化
へ
の
準
備
を
行
ム
増
加
試
作
工
換
が
存
す
る
己
と

が
望
ま
し
い
。

E
E
で
は
工
作
法
印
ち
治
具
、
工
具
、
ゲ
ー
ジ
類
D
研
究
改
善
が
主
目
的
で
あ
り
、

E
の
工
揚
或
は
専
門
工
揚
に
て

大
量
生
産
に
つ
い
て

回

25) 
27) 



大
量
生
直
に
つ
い
て

四

治
工
具
を
川
正
作
す
れ
ば
、
生
慌
て
揚
は
容
易
に
新
機
種
の
大
民
主
生
市
町
に
入
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

突
に
部
河
川
制
官
作
及
び
組
J

止
の
各
作
業
は
生
時
数
荒
事
き
と
き
一
対
作
業
と
た
す
べ
き
や
、
経
営
問
或
は
企
業
聞
の
分
業
と
す
べ
昔

や
が
問
題
と
た
る
。
己
と
に
規
工
場
、
専
門
部
品
工
場
及
び
協
力
工
場
問
の
聞
係
を
4
4

へ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
航
空
機
の
作
業
は
前
遁
の

如
く
車
一
部
品
と
車
門
部
品
の
製
作
と
中
間
組
立
と
綿
組
立
と
に
大
別
さ
れ
、
車
一
部
品
加
工
が
ま
た
大
規
模
或
は
精
密
な
る
機
械

設
備
を
誕

T
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
に
分
た
れ
る
。
従
来
生
商
数
量
の
大
た
ら
ざ
る
聞
は
、
専
門
部
品
の
或
る
も
の
を
除
き
、

多
〈
の
作
業
が
航
ネ
一
機
合
一
此
に
沿
い
て
一
昨
日
‘
的
に
行
は
れ
て
ゐ
た
。
生
開
放
量
が
附
加
す
る
と
共
に
、
試
作
工
揚
と
生
産
工
場
と
を

分
つ
の
が
常
識
と
な
っ
た
が
、
生
市
工
場
に
於
け
る
各
作
業
に
つ
い
て
も
一
貫
的
に
行
ふ
べ
き
か
、
粧
品
百
聞
白
分
業
と
す
べ
き
か
は

明
川
然
巧
ほ
さ
れ
ね
ば
な
ら
む
。
荒
し
一
方
に
各
作
業
忙
性
賃
上
の
差
が
あ
り
、
従
っ
て
各
作
業
が
相
首
の
数
量
を
扱
ム
に
至
れ
ば
、

夫
ミ
に
つ
い
て
油
正
規
模
が
異
る
告
で
あ
る
し
、
他
方
に
専
門
化
に
よ
る
熟
練
と
管
問
上
の
使
立
が
現
れ
て
来
る
。
か
〈
て
同
↑
航

空
機
市
川
刷
内
陀
沿
い
て
部
品
加
工
(
鋳
走
、
制
法
、
槽
械
加
工
、
銀
金
加
工
等
)
と
組
立
の
間
に
工
場
帥
ち
経
皆
D
分
化
が
行
は
れ
る
。
吏

に
部
品
J

程
の
著
し
〈
多
い
と
と
か
ら
、
生
町
長
が
↑
府
増
大
す
れ
ば
と
れ
ら
各
経
緯
を
同
一
企
業
の
内
部
に
包
擁
す
る
と
と
の
使

ん
日
が
疑
問
と
在
る
。

た
し
か
に
同
一
企
業
内
に
あ
る
と
き
は

制
正
門
川
の
質
と
工
程
の
進
行
に
つ
き
一
元
的
統
制
が
及
ぶ
利
鞘
が
あ

る
。
殊
に
下
請
工
場
た
る
べ
き
p
b
が
中
小
機
械
工
場
が
設
備
と
技
術
的
程
度
低
〈
、
航
空
機
生
産
の
要
求
す
る
精
度
に
建
せ
ざ
る
も

官。

の
少
か
ち
中
、
又
流
れ
作
業
に
と
っ
て
部
品
入
手
の
順
調
が
紙
〈
べ
か
ら
ざ
る
保
件
で
あ
る
己
と
を
旧
山
ふ
と
き
、
協
力
工
揚
と
の
分

業
は
互
換
性
そ
の
他
品
質
上
の
図
維
と
納
期
の
一
小
碓
貨
を
来
し
、
規
工
揚
の
生
涯
を
阻
害
す
る
と
い
ム
懸
念
は
少
く
な
い
。

草

唱
の
下
沼
聞
係
の
複
雑
巾
は
見
に
事
態
を
困
慨
に
す
る
③
こ
れ
ち
は
明
ら
か
に
一
賞
作
業
を
可
と
す
る
論
燐
と
な
る
ョ

然
し
乍
ら
い
つ
ま
で
も
↑
貫
刊
業
主
同
執
し
て
協
力
工
場
の
利
用
を
避
〈
べ
き
で
あ
ち
う
か

3

米
国
自
動
車
工
業
は
、

フ
ォ
ー
ド

佐々木渉、航空機内多量生;:1;. (内燃機閥、昭和18年 7月競)。
内燃裡閥白多量生肢に就いて町月三諦曾印刷島)佐久間一郎、前掲論3t。
佐々木捗、航空樺D 多量生産(同民により前主主誠れ作業と呼ばれでゐる)、勝
田弔二端、前掲罫、 29頁。
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を
除
雪
、
多
〈
が
龍
品
事
門
工
場
の
製
品
の
組
立
に
よ
っ
て
立
っ
て
ゐ
弘
と
と
は
何
を
意
味
す
.
る
か
。
ず
づ
既
設
生
環
設
姉
た
る
巾

小
工
場
の
利
川
が
安
材
不
足
の
と
き
一
つ
の
方
策
た
る
事
は
云
ム
迄
も
泣
い
。
生
産
数
量
が
増
加
す
る
左
ら
ぽ
、
中
小
工
揚
は
専
門

化
し
で
も
そ
の
存
立
を
却
持
す
る
に
足
る
だ
け
の
軍
一
又
は
飢
似
作
求
の
数
量
を
も
っ
。
而
し
て
そ
と
で
は
専
門
化
に
土
る
熟
練
の

み
友
ら
宇
、
研
究
そ
の
他
に
よ
る
技
術
的
向
上
が
容
易
に
期
待
さ
れ
る
。
作
弐
が

m能
化
さ
れ
れ
ば
一
府
爪
以
前
蓮
度
化
も
加
は
る
。

専
門
部
品
工
場
が
一
規
合
利
に
所
印
刷
す
る
こ
と
な
ぐ
、
各
〈
の
白
羽
市
工
場
、
航
空
機
工
揚
へ
供
給
す
る
に
烹
っ
て
ゐ
る
の
は
最
も

頴
車
引
た
例
で
あ
る
c

た
だ
同
町
た
る
車
一
部
品
工
程
は
相
常
数
荒
ま
と
ま
ら
ね
ば
工
揚
を
一
専
門
化
せ
し
む
る
己
と
が
困
難
で
あ
る
か

制
山
似
工
程
或
は
烈
似
部
品
を
一
抗
し
て
加
ユ
せ
し
む
る
な
ら

ば
、
た
ほ
専
門
化
の
利
ハ
叶
が
小
山
る
程
度
ま
で
は
資
現
さ
れ
る
。
他
方
、
協
力
工
揚
の
生
向
ぷ
怖
の
低
杭
は
共
通
の

Mm陥
で
は
あ
る
け

ら

専
門
部
品
工
場
と
同
様
在
欣
態
に
沿
い
て
利
用
さ
れ
な
い
が
、

れ
ど
も
、
職
時
絞
術
以
来
己
の
方
而
に
も
同
然
均
一
次
と
統
制
に
よ
る
刈
汰
が
行
は
れ
た
結
果
、
相
前
日
相

I

反
の
技
術
を
も
っ
中
小
ヱ
揚

の
成
育
が
見
ら
~
、
本
側
た
る
も
の
は
哲
茄
と
し
て
も
、
洲
一
規
模
の
犬
去
る
も
の
は
今
一
段
の
指
導
を
加
へ
る
た
ら
ば
航
摂
機
工

誌
の
協
力
工
場
た
る
の
資
絡
を
十
分
に
払
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
作
業
の
担
能
化
を

i
l
i
m能
崎
械
へ
の
怖
換
を
も
加
へ
て

!
i行
ふ
た

ら
ば
伎
術
的
に
向
上
す
る
と
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
担
能
機
械
の
採
用
は
資
材
の
節
約
と
工
作
機
械
の
緊
念
明
院
に
と
っ
て
も
意
義
が

あ
弘
。
珂
命
的
に
は
-
肱
か
ぐ
一
五
へ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
現
資
に
問
題
と
な
る
の
は
、
町
平
能
工
場
化
が
工
場
自
身
の
生
命
を
全
〈
航

11
機
殻
誌
の
織
統
刊
に
託
す
る
と
と
と
た
り
、
親
工
場
の
下
請
利
用
態
度
(
事
届
工
持
化
)
と
進
ん
で
は
褒
註
官
廊
の
琵
註
態
度
と
に

係
は
ち
し
め
る
と
と
と
な
る
。
京
市
士
山
羽
引
の
新
設
は
一
進
中
た
る
も
、
た
ほ
致
刊
日
者
た
る
陣
山
件
悼
平
が
註
文
陀
つ
雪
線
縮
性
を
考
慮
す
る

己
と
が
笠
ま
し
い

J
F

と
共
に
親
工
場
が
従
来
協
力
工
揚
を
甲
た
る
作
業
繁
閑
の
綬
街
結
問
し
た
貼
は
反
省
さ
れ
れ
H

ば
な
ら
ね
。
品
百
利

的
見
地
よ
り
も
航
本
機
常
時
と
い
ム
岡
家
的
要
請
の
技
術
的
経
抑
的
結
論
の
示
す
方
向
に
泣
む
べ
き
で
は
友
い
か
。

大
品
川
生
監
に
つ
い
て

~， 

ドイ・リ飛行機多茸生産座談令(科皐技術、昭和.8勾7fJ蹴〕、互主l括三、
‘ノの航空工業主参照。
勝田不二輩、前調書、 24頁 (SM>I:と呼んでゐる)、なほ内燃機闘及u<日本能
半田昭和z邸内月担陸談骨量動J!l!。 一
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大
量
生
産
に
つ
い
亡

岡
田

親
工
場
内
の
各
作
業
部
門
が
或
る
程
度
以
上
に
膨
脹
す
る
Br一
き
は
管
理
上
位
困
難
が
増
大
ず
る
己
と
は
明
瞭
で
あ
っ
て
、
車
な
る

管
盟
上
の
問
題
と
は
い
へ
、
資
は
生
青
費
を
増
出
品
せ
し
む
る
の
み
か
、
原
材
料
及
び
労
力
の
批
費
と
な
り
、
更
に
念
逮
捕
勺
産
申
要
求

に
も
反
す
る
に
至
る
慌
が
十
八
刀
あ
る
。

か
く
し
て
協
力
工
揚
の
利
用
は
航
空
機
増
産
に
と
っ
て
常
然
の
方
策
と
い
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。
今
日
現
工
場
の
新
設
繍
張
は
費
金
及

ぴ
資
材
の
超
重
貼
的
割
常
に
上
っ
て
比
較
的
順
調
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
け
れ
ど
も
食
溺
在
る
設
備
と
技
術
を
も
っ
て
ゐ
た
中
小
機

械
工
場
の
技
術
的
向
上
は
必
中
し
も
容
易
で
た
い
。
そ
の
た
め
今
日
で
は
親
工
場
忙
比
し
て
協
力
工
場
が
少
〈
頭
部
過
大
の
慨
に
陥

ち
ん
と
す
，
る
虞
が
多
分
に
存
ず
る
。
今
日
航
空
機
工
業
陀
治
け
る
協
力
工
場
利
用
は
既
定
の
方
針
で
あ
り
、
系
列
整
備
が
緊
急
陀
賓

施
さ
れ
つ
つ
あ
る
所
以
で
あ
る
。
協
力
工
揚
の
利
用
程
度
は
犬
問
機
胞
の
一
機
械
加
工
に
於
て
七
O
%
、
叙
金
加
工
に
於
て
三
五
%
程

度
を
目
標
と
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

“
 

協
力
工
業
の
整
備
方
針
は
既
に
昭
和
十
五
年
末
よ
り
決
定
し
、
各
種
の
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
つ
つ
あ
る
け
れ
E
も
、
そ
の
賓
放
は
仲

仲
容
易
で
な
い
。
査
し
本
来
が
折
等
の
経
済
的
枇
合
的
地
位
に
あ
る
企
業
聞
の
介
業
で
た
〈
、
従
っ
て
枇
合
的
勢
力
関
係
が
働
昔
、

親
工
場
の
あ
ま
り
に
自
己
本
位
の
協
力
工
場
利
用
態
度
と
、

協
力
工
場
の
あ
士
り
に
妊
硯
眼
的
替
利
行
震
と
の
双
方
D
結
果
、

と
に
一
小
合
理
な
る
要
素
が
混
入
し
易
〈

筒
軍
た
統
制
の
方
策
で
は
却
っ
て
生
産
力
を
低
下
せ
し
む
る
と
と
と
な
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
線
本
的
陀
は
用
品
刊
の
態
度
の
反
省
が
、
苛
烈
極
り
在
苦
戦
局
下
に
嬰
笠
さ
れ
、
間
家
的
意
識
の
昂
揚
が
急
噛
担
増
産
の
諸
方
策
。

資
施
を
可
能
在
ら
し
め
ね
ぽ
左
ら
ね
。
協
力
工
場
統
制
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
組
織
化
と
親
ヱ
場
別
組
織
化
と
白
二
の
主
張
が
な
さ

。

れ
て
ゐ
る
が
、
本
来
非
合
理
的
要
素
i

個
人
的
援
簡
の
狙
い
と
の
部
直
忙
於
て
は
、
官
胞
の
立
入
っ
た
干
渉
よ
り
も
雨
首
事
者
の
理

解
が
必
要
で
岳
る
と
ず
れ
ば
、
後
者
を
と
る
べ
雪
で
は
左
い
か
。
而
し
可
ま
た
具
程
的
に
は
稜
註
官
臨
D
繕
続
的
安
定
的
た
る
護
註 そ

佐々木世、前掲諭文、辻猛三、前掲論文。
主L!li三、向上、見目泰、前掲論文。 35) 佐々木世、前掲論文。
見目春、飛行槽工業白下請整備方策(科串主韮工業、 昭和'7年z月続〉。三縄
秀松、互換式製造法と多量生産(禅誠工作雑誌、昭和I8~年Z 月説}。
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ム
」
親
工
揚
の
協
力
工
場
尊
属
化
と
が
最
も
有
廷
で
あ
り
、
従
っ
て
資
材
費
令
孫
務
等
の
斡
旋
、
治
具
、
工
具
、
検
査
具
等
申
貸
県
、

粧
品
百
の
管
迎
。
指
導
に
ま
で
進
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
工
作
機
M

慨
に
烏
け
る
企
業
集
固
の
構
想
の
如
〈
、
親
て
揚
を
中
心
と
す
る
或
る

程
度
の
強
制
的
結
合
は
航
宅
機
工
業
の
場
合
に
も
考
山
地
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
己
の
冊
却
に
針
し
軍
部
の
指
導
が
望
ま
し
い
ロ

と
の
揚
合

下
請
閥
係
の
多
厨
的
左
錯
雑
は
不
合
理
な
る
要
素
を
強
め
る
が
故
に
、
可
能
左
右
限
り
の
叫
柴
田
引
を
泣
す
と
止
が
今
一
司
の
必
要
事
で

あ
ら
う
。

五

大
量
生
産
の
前
提
と
限
界

航
定
機
工
業
の
念
速
増
践
に
と
っ
て
一
聯
の
生
産
方
法
、
即
ち
大
量
生
産
万
式
は
最
も
有
数
た
る
方
策
で
あ
る
。

と
の
事
は
最
早

疑
ひ
の
綾
地
が
な
い
。
大
量
生
産
の
前
提
と
し
て
は
、

ま
づ
市
場
の
成
大
た
る
こ
と
、
即
ち
大
た
る
需
要
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
日

己
の
黙
は
ま
づ
問
題
で
左
い
。
突
に
製
品
種
類
の
根
市
化
さ
れ
、
第
三
に
作
業
過
程
の
草
純
た
る
己
と
が
前
提
保
件
で
あ
っ
て
、
航

空
機
工
業
は
こ
れ
ら
の
黙
に
於
て
梢
不
適
首
で
あ
る
け
れ

E
も
、
民
間
白
栗
山
主
に
陪
ヒ
て
殻
註
機
種
の
軍
純
化
が
今
φ
し
〈
進
み
、

哨

又
大
量
生
産
を
考
慮
せ
る
設
計
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、

E

の
傑
件
も
少
か
ら
中
充
さ
れ
、
完
全
で
は
な
〈
と
も
大
量
生
涼
方
式
の
徐

徐
在
る
賓
現
は
可
前
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

以
上
の
如
き
一
般
的
前
提
出
具
は
る
と
き
は
大
量
生
高
方
式
を
探
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
な
ほ
個
個
の
工
場
が
大
量

生
産
陀
入
り
之
を
順
調
に
進
行
せ
し
め
ろ
た
め
に
は
抽
出
つ
か
の
準
備
的
諸
保
件
を
調
へ
心
ば
左
ら
ね
。
第
一
に
工
程
の
研
究
を
行
ひ

作
業
方
法
及
び
作
業
時
間
を
特
定
、

標
準
化
す
る
。

己
の
揚
合
既
比
大
量
生
産
に
遁
す
る
如
〈
設
計
に
十
分
注
る
検
討
修
王
を
加

へ
、
之
陀
件
ム
治
具
工
具
の
設
計
も
行
仕
れ
て
ゐ
友
け
れ
ば
た
ら
由
。
第
二
目
確
定
さ
れ
た
る
作
業
工
程
に
臆
じ
て
合
理
的
た
る
機

大
量
生
産
忙
つ
い
て

四
至E

Flugge， a. a. 0.，' S. 21， 42-48 
拙稿、 Fi市制工業と祉曾的分業(本誌、昭和[6年日月挽)。
大内愛七多量生産方式質現。具樺策に就いて(日本線梼輔盟骨縞)80頁以下.
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二
四
六

械
の
整
備
と
配
置
を
行
ふ
。
第
三
に
生
活
管
川
崎
部
門
を
混
化
し
、

ι14が
現
則
的
機
械
的
に
進
む
如
〈
、
作
工
揚
の
作

大
量
生
産
に
つ
い
て

花
命
令
協
加
を
一
疋
的
に
把
搬
す
る
3

A

F

日
の
情
勢
に
沿
い
て
は
持
活
岬
汗
の
多
数
は
続
協
潟
き
た
め
草
能
工
た
ら
し
め
る

の
を
原
則
と
ず
る
で
あ
ち
う
が
、
熟
練
工
が
限
定
さ
れ
た
る
以
外
の
作
混
b
法
を
と
る
と
と
た
き
や
号
般
に
統
制
を
加

へ
る
品
安
が
あ
る

3

然
し
な
が
ら
後
の
斯
は
事
寅
卜
人
相
仰
向
悶
維
の
ゃ
う
で
あ
る
。
第
四
に
部
品
の
附
川
左
る
入
手
を
確

保
す
る
た
め
下
清
工
場
(
協
力
工
場
)
に
却
す
右
指
導
や
珂
に
十
分
の
な
を
川
ひ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
必
ず

3
に、

'
h

へ
口
民
生
年

の
た
め
に
は
川
到
な
る
ザ
備
と
絶
え
ざ
る
管
理
及
び
統
制
力
保
抗
が
糊
め
て
必
一
山
主
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
現
貨
に
航
宗
機
の
犬
荒
生
点
を
は
か
る
に
は
上
述
の
如
き
特
質
よ
り
し
て
一
定
の
限
界
の
あ
る
己
と

は
否
定
し
維
ぃ
。
流
れ
作
業
に
非
十
し
て
中
流
れ
作
業
た
る
タ
ク

1
・
シ
ス
テ
ム
が
採
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

又
綜
合

工
業
た
る
の
此
に
長
材
工
業
そ
の
他
閥
聯
工
業
の
調
和
的
指
充
が
必
要
で
あ
り
、
資
材
の
不
足
は
と
れ
に
少
か
ち
ね
制

約
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
。
我
我
は
素
材
工
業
の
設
展
と
共
に
、
資
材
、
原
材
料
の
徹
底
的
節
約
の
た
め
に
も
二
!
=
一
交

体
制
と
↓
へ
量
生
用
方
式
の
保
用
忙
努
め
ね
ば
な
ら
阻

3

最
後
に
ま
た
部
品
川
以
作
の
た
め
忙
動
員
さ
る
べ
き
協
力
工
場
の

崎
d

揃
聖
包
泊
四
と
す
る
。
今
日
士
で
技
術
的
低
位
が
そ
の
利
用
を
妨
げ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
も
活
態
依
然
で
あ
る

な
ら
ば
、

z
n結
が
航
門
官
機
大
荒
生
だ
の
限
界
と
な
る
厄
険
が
あ
る
。

4
風
化
と
作
業
の
車
門
化
の
紋
陀
泊
っ
て
積
掛

的
指
導
を
加
へ
、

以
て
そ
の
育
成
と
技
術
的
向
上
と
に
H
A
め
る
必
要
が
あ
る
。

一飛行機骨祉の利用せるド清工場は主主本金平均305千岡従業員平均58.8名を示
L、ft.(の下請工場よりは柑々上作にある。(且日ヨ匹、飛行槽工業の F出張
備方策)
科事技術帯議官答申参照。
前掲、日本臨済鞠盟舎の意見も之を要望してゐる。
跡部保、航空樹生産噌強白諸:町策(内燃揖閥、昭和品交1'7月脱)。
拙稿、協力工業の技情的向上と再編成(本誌、昭和'7年7月続)多j目。
大匝商工合議町月報.昭和，8年8月腕、 9頁。
日本緯桝聯盟骨、多量生産方式1~現の具世情、且 u:科事技術証言議官答申、航空
機の生産技術方式確立に劃する具値的方策、至急服。
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